
　近所から困りごとがあるの
で相談に乗ってほしい、手助
けしてほしいと頼まれた場合、
協力すべきと思いますか。

　日頃の「あいさつ」や、近所
のかたの異変に気がついた際
の声かけ等、住民同士の気づか
いができていると思いますか。

こ
う
ほ
う
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※今号に掲載している内容は 10月 31日現在の内容です。
最新情報は市ホームページ（右記二次元コード）をご覧ください

第
４
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
計
画
【
基
本
理
念
】

 

一
人
ひ
と
り
が
と
も
に
は
ぐ
く
む

　
　
　

   

お
互
い
さ
ま
の
地
域
づ
く
り

【
４
つ
の
基
本
目
標
】

　

市
で
は
、
次
の
４
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す

第
４
次
佐
倉
市
地
域
福
祉
計
画
と
は

　

誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
、
地
域
住
民
、
事
業
者
、
公
的
機
関
が
地
域
の
課

題
解
決
に
協
働
し
て
取
り
組
み
、
身
近
な
地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組

み
づ
く
り
を
進
め
る
計
画
で
す
。
計
画
で
は
、【
４
つ
の
基
本
目
標
】

を
掲
げ
、
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
福
祉
と
は

　

個
人
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た

ち
で
取
り
組
む
「
自
助
」、
一
人

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
お
互

い
に
助
け
合
う「
互
助
」・「
共
助
」、

行
政
で
な
け
れ
ば
解
決
で
き
な
い

問
題
に
取
り
組
む「
公
助
」
が
相

互
に
連
携
す
る
こ
と
で
す
。

（
※
）
地
域
共
生
社
会

　

地
域
住
民
や
地
域
の
多
様
な
主

体
が
、「
我
が
事
」
と
し
て
参
画
し
、

人
と
人
、
人
と
資
源
が
世
代
や
分
野

を
超
え
て
、「
丸
ご
と
」
つ
な
が
る

こ
と
で
す
。
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮

ら
し
と
生
き
が
い
、
地
域
を
と
も
に

創
っ
て
い
く
社
会
の
実
現
を
目
指
す

と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

自助

公助

「自助」、「互助」・「共助」、「公助」の連携

自分や家族でできることを行う。
自分の力を発揮できるようにする。

個人や家族・地域などでできな
い支援を、公的機関が行う。

個人・家族・親族 知人・友人、近隣・地域
社会、グループ・団体

互助・共助

市
民
意
識
調
査
か
ら

（
令
和
元
年
度
調
査
結
果
）

　
近
所
の
か
た
の
相
談
や
手
助
け
が
で
き
、

ま
た
、
近
所
の
か
た
の
異
変
に
い
ち
早
く

気
付
く
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の「
あ
い

さ
つ
」「
声
か
け
」が
大
切
で
す
。
自
ら
が

率
先
し
て
行
う
こ
と
で
、
よ
り
住
み
や
す

い
地
域
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　

各
福
祉
分
野
の
取
組
を
進
め
、
連
携
を
強
化
し
ま
す

　
　

▼
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
、
包
括
的
な
支
援
体
制
の
検
討

　
　

▼
相
談
支
援
体
制
の
確
保
・
周
知
・
連
携　
　

な
ど

　
　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
促
進
し
ま
す

　
　

▼
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
情
報
提
供（
障
が
い
児
・
者
福

　
　
　

祉
サ
ー
ビ
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク 

な
ど
）

　
　

▼
利
用
者
の
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
・
権
利
擁
護
、
避
難
行
動

　
　
　

要
支
援
者
の
把
握
お
よ
び
日
常
的
な
見
守
り
や
支
援　
　

な
ど

　
　

地
域
の
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す

　
　

▼
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
市
社
協
）

　
　

▼
自
治
会
・
町
内
会
・
区
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
地
区
社
協
）

　
　

▼
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
支
援　
　

な
ど

　
　

住
民
参
加
を
さ
ら
に
促
進
し
、
充
実
し
ま
す

　
　

▼
地
域
福
祉
の
充
実
、
向
上
の
た
め
の
、
情
報
の
発
信
・
啓
発

　
　

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
市
民
公
益

　
　
　

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　

▼
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　

な
ど

問い合わせ　社会福祉課 ☎（484）6135
　　　　　　　　　　　 FAX（486）2503

地
域
で
の「
支
え
合
い
の
力
」
が
カ
ギ
で
す
！

　

市
で
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
き
め

細
や
か
な
目
で
、
ご
近
所
の
ち
ょ
っ
と
し
た
異
変
に
気

付
い
た
り
、
心
配
な
か
た
や
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る

か
た
を
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
た
り
「
支
え
合
い
の
力
」

を
強
く
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

基本目標１基本目標 2基本目標 3基本目標 4地
域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
の
活
動

　

市
は
、
地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
、
地

域
福
祉
計
画
推
進
委
員
会
で
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て

　「
一
人
ひ
と
り
が
と
も
に
は
ぐ
く
む

　
お
互
い
さ
ま
の
地
域
づ
く
り
」
に

は
、
一
人
ひ
と
り
の
違
い
や
個
性
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
誰
も
が
役
割
を
持

ち
、「
と
も
に
は
ぐ
く
み
」、
そ
し
て
、
気
軽
に
、「
お
互
い
さ
ま
」
と
言
え
る

よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

　
計
画
に
は
、
具
体
的
な
事
例
や
地
域
福
祉

活
動
に
お
け
る
特
徴
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と

め
た
も
の
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。「
お
互
い
さ

ま
の
地
域
づ
く
り
」の
た
め
に
、
で
き
る
こ
と

か
ら
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
元
気
な
高
齢
者
が
困
難
課
題
を

持
っ
た
高
齢
者
を
支
え
る

　

高
齢
化
を
マ
イ
ナ
ス
に
と
ら
え

ず
、
元
気
な
高
齢
者
が
地
域
福
祉

活
動
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
を
プ

ラ
ス
に
と
ら
え
る
。

◆
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り

　

世
代
間
の
ふ
れ
あ
い
が
高
齢
者

を
元
気
に
し
、
若
い
世
代
の
地
域

定
着
に
も
つ
な
が
る
。

◆「
点
」
の
活
動
を「
面
」
の
活
動

へ
と
広
げ
て
い
く

　

行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
を
ひ

と
つ
の
線
で
つ
な
ぎ
、
佐
倉
全
体

が
大
き
な
面
と
な
る
よ
う
に
す
る
。

 

※
会
議
資
料
・
議
事
録

は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

「佐倉市地域福祉計画」は、市ホームページからご覧いただけます
https://www.city.sakura.lg.jp/soshiki/5-1-0-0-0_7.html

地域や仲間同士でお互いに助け
合いながら、できることを行う。

自治体・国（介護保険・年金など）の
福祉サービス・制度（生活保護など）

庭の草取り、お手
伝いしましょうか

新聞がたまっているか
ら、声をかけてみよう

佐倉さん、お変わ
りないですか

おはよう
  ございます

こまっていることありませんか

庭の木の枝切り、
お手伝いしましょ
うか

住みやすい地域にするために
「あいさつ」「声かけ」が大切です！

外国人のかたが
いるから、ゴミ
の出しの方法を
教えてあげよう

わたしも
子育て中
だから声かけ
てみようかな

思う
どちらかと
いうと思う

あまり思わない
思わない 無回答

278人
46.2％

274人
45.5％

6人
1.0％

7人 1.2％

37人
6.1％思う

どちらかと
いうと思う

あまり
思わない

思わない 無回答

149人
24.8％

245人
40.7％

152人
25.2％

49 人
8.1％

7人 1.2％

　

国
で
は
、
年
々
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
中
で
、

新
た
な
地
域
づ
く
り
、
相
談
体
制
の
考
え
方
と
し
て
、「
地
域
共
生
社
会
（
※
下
注
）」
の
実
現
に

よ
る
「
我
が
事
」「
丸
ご
と
」
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
佐
倉
市
地
域
福
祉
計
画
」
に
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
、
地
域
住
民
が
自
ら
の
生

活
課
題
を
自
ら
解
決
し
な
が
ら
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

社会福祉課
  杉山主任主事
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新型コロナウイルス感染症 関連情報
佐倉市の感染者数164人

（10月 31日現在）
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市内の新規感染者数

週

緊急事態宣言
発令（4/7）

高齢者施設で
クラスター発生

 カラオケ店で
クラスター発生

接待を伴う飲食店で
クラスター発生（人）

０
５
10
15
20
25
30
35
40
45

  1 4 5 9 10 1 2 5 3 24 46 8 9 6 5 2 5 3 1 1 5 2 7

〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜〜〜〜〜〜〜〜 〜 〜〜〜〜〜〜〜〜 〜

Go toキャンペーン
    開始（7/22）

事業名 問い合わせ

令和２年度長嶋茂雄少年野球教室
※令和３年５月ごろに延期

生涯スポーツ課
☎（484）6742

第 30回佐倉合唱フェスティバル 市民音楽ホール
☎（461）6221

第１回消費生活セミナー 消費生活センター
☎（483）3010

草ぶえの丘秋まつり
秋バラ関連イベント
ハロウィンイベント
太鼓まつり

佐倉草ぶえの丘
☎（485）7821

新型コロナウイルス感染拡大に伴う支援情報は、市ホームページ（右記二次元コード）も併せてご覧ください。

感染者数
（累計） 入院中 入院調整中

等 ホテル療養 施設内療養 退院・療養
解除・死亡

160 人 2人 - 3 人 - 155 人

市内感染者の状況内訳（10月 29 日現在）

市内月別感染者数

　冬は季節性インフルエンザの流行期です。インフルエンザは新型コロナウイルス
と同様に、感染者のくしゃみや咳などの飛沫感染と、ウイルスに触れた手で口や鼻
を触ることによる接触感染により感染します。引き続き、人混みを避け、マスクの
着用やうがい手洗いなどの感染予防に努めましょう。

農村集会施設における令和２年度みそづくり
の利用中止のおしらせ
　調理室の利用を見合わせていることに伴い、農
村集会施設における令和 2年度のみそづくりの利
用を中止します。

問い合わせ　農政課☎（484）6141

緊急事態宣言
解除（5/25）

　

生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
の
う
ち
、
福
祉
資
金
緊
急
小
口
資
金
（
特

例
貸
付
）
ま
た
は
、
総
合
支
援
資
金
生
活
支
援
費
（
特
例
貸
付
）
を
借

り
入
れ
て
い
る
か
た
（
世
帯
）
に
対
し
て
、
家
計
の
負
担
軽
減
を
図
る

た
め
に
支
給
し
て
い
る
給
付
金
の
、
対
象
者
の
拡
大
と
申
請
期
間
が
延

長
さ
れ
ま
し
た
。

【
変
更
箇
所
】

▼
市
の
給
付
金
の
交
付
対
象
者
を
12
月
31
日
㈭
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

貸
付
を
申
請
し
た
世
帯
に
拡
大

▼
申
請
の
締
め
切
り
を
令
和
３
年
３
月
１
日
㈪
ま
で
に
延
長

給
付
額　

５
万
円
（
１
世
帯
１
回
に
限
り
ま
す
）

締
め
切
り　

令
和
３
年
３
月
１
日
㈪
ま
で
（
消
印
有
効
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
す
る
た
め
、
申
請
期
間
内
に
給
付
を
終
了
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
生
活
福
祉
資
金
貸
付
決
定
通
知
書
を
受
け
取
り
後
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い

申
請
に
必
要
な
書
類

　
▼
申
請
書
（
申
請
者
は
借
受
人
）　

※
社
会
福

祉
課
窓
口
・
郵
送
に
て
配
布
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
生
活
福
祉
資
金
貸
付
決
定
通
知
書
の
写
し

※
福
祉
資
金
緊
急
小
口
資
金
（
特
例
貸
付
）
ま
た
は
総
合
支
援
資
金
生

活
支
援
費
（
特
例
貸
付
）
の
い
ず
れ
か
１
点

▼
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
の
入
金
確
認
が
で
き
る
も
の
（
通
帳
の
写

し
な
ど
）

▼
本
人
確
認
書
類
の
写
し

▼
給
付
金
の
振
込
先
の
口
座
の
確
認
が
で
き
る
も
の（
通
帳
の
写
し
な
ど
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

右
記
書
類
を
郵
送
ま
た
は
持
参
で
、
〒
285

│

８
５
０
１
市
役
所
社
会
福
祉
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
３
５
へ

月 感染者数
３月

（28日～） 2 人

４月 27人
５月 １人
６月 １人
７月 26人
８月 78人
９月 14人
10月 15人
計 164人

　

令
和
３
年
３
月
28
日
㈰
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
第
40
回
佐
倉
マ

ラ
ソ
ン
大
会（
仮
称
）」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が

見
込
め
な
い
中
、
市
民
の
皆
さ
ん
、
ラ
ン
ナ
ー
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
安
全
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
、
次
年

度
に
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
次
回
大
会
の
開
催
は
令
和
４
年
３
月
27
日
㈰
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
（
４
８
４
）
６
７
４
２

【
佐
倉
市
×
ペ
イ
ペ
イ
】

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
最
大
20
％

戻
っ
て
く
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

佐
倉
市
は
、
市
内
中
小
規
模
店
舗
の
売
り
上
げ
向
上
と
、「
新

し
い
生
活
様
式
」に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
促
進
の
た
め
、

ペ
イ
ペ
イ
株
式
会
社
と
連
携
し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
で

す
。
市
内
対
象
店
舗
で
ペ
イ
ペ
イ
で
決
済
す
る
と
最
大
20
％
戻
っ

て
き
ま
す
。（
令
和
３
年
１
月
31
日
ま
で
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.city.

sakura.lg.jp/0000027613.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ス
マ
ホ
の
基
本
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
学
べ
る

講
座
を
開
催
し
ま
す

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
講
座
を
開
催

し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
を
体
験
し
て
、

お
得
に
買
い
物
し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
①
11
月
24
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

②
12
月
16
日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　

①
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

②
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
内
容
は
各
回
共
通

内
容　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
こ
と
が
な
い
か
た
や
、
慣
れ

て
い
な
い
か
た
向
け
に
、
基
本
的
な
使
い
方
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
利
用
方
法
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
か
た
に
は
、
当
日
会
場
で

デ
モ
機
を
貸
し
出
し
ま
す

対
象　

市
内
在
住
で
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
初
心
者
の
か
た
、キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
興
味
が
あ
る
か
た

定
員　

各
回
20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
産
業
振
興
課
☎（
４
８
４
）６
１
４
５

交
付
対
象
者
の
拡
大
と
受
付
期
間
の
延
長
の
お
知
ら
せ

佐
倉
市
生
活
福
祉
資
金
の
特
例
貸
付
借
入
者
へ
の

給
付
金
（
特
例
貸
付
給
付
金
）
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新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、各種イベントが中止・延期となる場合があります。参加にあたっては、主催者へお問い合わせの上、
ご参加くださいますようお願いいたします。【11月 2日現在】

中
央
公
民
館

☎（
４
８
５
）１
８
０
１

●
千
葉
県
文
書
館
出
前
講
座　

歴
史

講
座
「
江
戸
時
代
の
武
家
と
行
列
」

日 

12
月
24
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午 

要
申
し
込
み
・
無
料 

場 

中
央
公
民

館 
内 

江
戸
時
代
の
佐
倉
藩
主
堀
田

家
な
ど
房
総
地
域
の
大
名
に
焦
点
を

当
て
、
参
勤
交
代
な
ど
か
ら
、
行
列

の
実
態
に
迫
り
ま
す
。
定 

20
人（
先

着
順
） 

申 

電
話
で
（
受
付 

11
月
16

日
㈪
午
前
９
時
〜
）
※
ス
マ
ホ
を
お

持
ち
の
か
た
は
、
接
触
確
認
ア
プ
リ

「C
O
C
O
A

」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し

て
く
だ
さ
い

臼
井
公
民
館

☎（
４
６
１
）６
２
２
１

●
小
６ 

理
科
実
験
室

日 
12
月
５
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

正
午 
要
申
し
込
み 

講 

根
本
栄
治

（
理
科
マ
ス
タ
ー
）  

費 

３
０
０
円

対 

小
学
６
年
生 
定 

10
人（
先
着
順
） 

申 

電
話
で
（
受
付 
11
月
15
日
㈰
午

前
９
時
〜
）

根
郷
公
民
館

☎（
４
８
６
）３
１
４
７

●
こ
ど
も
工
房　

家
族
と
つ
く
る
ク

リ
ス
マ
ス
木
工
ク
ラ
フ
ト

日 

12
月
20
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

要
申
し
込
み 

内 

木
工
材
料
を
使
っ

て
、
お
も
ち
ゃ
を
制
作
し
ま
す 

講 

ア
ト
リ
エ
そ
う
わ
ー
く
す 

費 

１

人
１
２
０
０
円
（
材
料
費
）
対 

こ

ど
も
と
保
護
者 

定 

５
組
（
１
組
３

人
ま
で
、先
着
順
）  

申 

電
話
で
（
受

付 

11
月
16
日
㈪
〜
）

小
規
模
特
認
校 

弥
富
小
学
校
・
和
田
小
学
校
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

　

佐
倉
市
内
で
は
、
弥
富
小
学
校
が
小
規
模
特
認
校
と
し
て
、
市
内
全
域
よ
り

児
童
を
受
け
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
和
田
小
学
校
が
新
た

に
小
規
模
特
認
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
市
内
の
小
規
模
特
認
校
は
２
校
と
な

り
ま
し
た
。
弥
富
小
学
校
と
和
田
小
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し

な
が
ら
、一
人
一
人
の
児
童
に
確
か
な
学
力
と
、豊
か
な
心
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

【
弥
富
小
学
校
】

問
い
合
わ
せ
　
弥
富
小
学
校
☎（
４

９
８
）０
６
０
３

弥
富
小
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

school.city. sakura.
chiba.jp/yatom

i-es/

【
和
田
小
学
校
】

問
い
合
わ
せ
　
和
田
小
学
校
☎（
４

９
８
）１
５
０
９

和
田
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.school.

city. sakura.chiba.jp/
w
ada-es/

令
和
２
年
度
佐
倉
市
功
労
者
表
彰
・
佐
倉
市
教
育
功
労
者
表
彰

【
敬
称
略
・
順
不
同
】

―

和
田
公
民
館

☎（
４
９
８
）０
４
１
７

●
和
田
公
民
館
企
画
展
「
和
田
口
伝

の
機
織
り
」
開
催

日 

11
月
17
日
㈫
〜
12
月
27
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
４
時 

無
料
・
申
し

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

　
　
　
　

 

植
え
付
け
体
験

　

佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場
で

は
、
来
春
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ス
タ
の
開
催
に
向
け
て
、
球
根

の
植
え
付
け
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日 

11
月
15
日
㈰
、21
日
㈯
、22
日
㈰
、

23
日
（
月
・
祝
） 

午
前
10
時
〜
午
後

３
時 

※
雨
天
中
止

費 

１
グ
ル
ー
プ
１
区
画
で
１
０
０

０
円
（
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
、
お
土
産

用
球
根
付
き
）

※
１
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
２
区
画
以
上

の
実
施
も
可
能

※
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
合
計
で
２

３
２
区
画
の
先
着
順
で
す

問 

佐
倉
市
観
光
協
会
☎
（
４
８
６
）

６
０
０
０

●
ス
ポ
レ
ク
ま
つ
り
〜
さ
く
ら
〜

第
４
回
さ
く
ら
ミ
ニ
バ
レ
ー

日 

12
月
13
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

３
時 

※
参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
時

間
に
変
更
あ
り 

要
申
し
込
み
・
無
料

場 

市
民
体
育
館

対 

チ
ー
ム
全
員
が
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
か
た

【
競
技
部
門
】 

▼
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

（
中
学
生
以
下
２
人
以
上
、
大
人
１
人

以
上
） 

▼
成
人
男
女
混
合
の
部
（
中

学
生
以
上
、
女
子
２
人
以
上
） 

▼
成

人
女
子
の
部
（
中
学
生
以
上
）

※
各
部
門
、
選
手
登
録
は
４
〜
７
人

◆
佐
倉
市
功
労
者
表
彰

　

市
政
の
発
展
、
公
益
の
増
進
な
ど

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
９
人
の
か

た
と
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者

▼
武
藤
博ひ

ろ

己み

…
佐
倉
市
行
政
評
価
懇

話
会
委
員
長
と
し
て
、
市
の
行
政
評

価
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
三
代
健
一
…
令
和
元
年
の
台
風
２

１
号
に
伴
う
大
雨
被
害
の
復
旧
に
役

立
て
る
た
め
、
多
額
の
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▼
鈴
木
孝
行
…
保
健
福
祉
の
増
進
に

関
す
る
事
業
に
役
立
て
る
た
め
、
多

額
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
石
井
路み

津つ

行ゆ
き

…
佐
倉
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
と
し

て
、
市
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
遠
藤
知
子
…
佐
倉
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し

て
、
市
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
長
田
祭す

す
む

…
千
葉
県
自
然
保
護
指
導

員
を
は
じ
め
様
々
な
環
境
活
動
を
と

お
し
て
、
市
の
環
境
保
全
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
橋
本
國
昭
…
印
旛
沼
環
境
団
体
連

合
会
会
長
と
し
て
、
自
然
保
護
及
び
温

暖
化
防
止
活
動
を
と
お
し
て
、
市
の
環

境
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
横
田
博
…
佐
倉
市
文
化
団
体
連
絡

協
議
会
会
長
と
し
て
、
市
の
芸
術
文

化
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
慶
田
康
郎
…
佐
倉
市
公
民
館
運
営

審
議
会
委
員
長
と
し
て
、
市
の
社
会

教
育
・
生
涯
学
習
の
振
興
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
語
り
べ
の
会
さ
く
ら
っ
古
…
民
話

の
公
演
を
と
お
し
て
、
郷
土
愛
の
育

成
や
佐
倉
学
の
普
及
な
ど
文
化
の
向

上
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
佐
倉
市
教
育
功
労
者
表
彰

　

市
の
教
育
の
振
興
や
発
展
に
寄
与

さ
れ
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
11
人
の

か
た
と
１
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者

▼
稲
田
亮あ

き

浩ひ
ろ

、
川
尻
高
志
、
髙
梨
哲

生
…
校
長 

▼
大
橋
章
子
…
養
護
教

諭 

▼
三
浦
純
江
…
学
校
事
務
職
員

▼
小
林
眞
智
子
…
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
学
校
評
議
員 

▼
岩
内
ル
リ

子
…
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア 

▼
都
祭
敦
…
学
校
医 

▼
滑
川
尚た

か

史し

…
学
校
医 

▼
松
田
光
弘
…
学
校

歯
科
医 

▼
慶
田
康
郎
…
佐
倉
市
公

民
館
運
営
審
議
会
委
員
長 

▼
語
り

べ
の
会
さ
く
ら
っ
古
（
民
話
を
語
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

問
い
合
わ
せ　

秘
書
課
☎（
４
８
４
）

６
１
０
０
、
教
育
総
務
課
☎
（
４
８

４
）
６
１
８
２

佐
倉
市
暴
力
団
排
除
対
策
協
議
会
が
、

関
東
管
区
内
暴
力
追
放
功
労
団
体
表
彰
を
受
章
し
ま
し
た 

　

佐
倉
市
暴
力
団
排
除
対
策
協
議
会
は
、
関

東
管
区
警
察
局
長
並
び
に
、
関
東
管
区
内
暴

力
追
放
運
動
推
進
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
か

ら
、
市
主
催
事
業
で
の
出
店
管
理
な
ど
、
暴

力
団
排
除
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
実
施
し

た
こ
と
に
よ
り
、
暴
力
追
放
功
労
団
体
表
彰

を
受
章
し
ま
し
た
。（
８
月
17
日
）

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室

☎
（
４
８
４
）
６
１
６
１

込
み
不
要 

場 

和
田
ふ
る
さ
と
館
歴

史
民
俗
資
料
室 

内 

和
田
地
区
伝
承

「
さ
く
ら
織
り
」
作
品
な
ど
展
示

申 

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
課
℻
（
４
８
４
）
１

６
７
７
、  shogaisports@

city.
sakura.lg.jp

へ
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
申
込
書
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

〆 

11
月
30
日
㈪

問 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
４
８
４
）

６
７
４
２
、

●
市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日 

12
月
19
日
㈯
、
20
日
㈰
午
前
９

時
〜 

要
申
し
込
み
・
無
料

場 

市
民
体
育
館　

対 

①
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
（
高
校
生
以
上
）
ま

た
は
、
②
活
動
場
所
が

市
内
学
校
開
放
ま
た
は

事
業
所

【
①
②
共
通
】

▼
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
上
下
、
濃
淡
２
組

備
え
て
い
る
こ
と

▼
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会（
傷
害
保
険
）

に
加
入
し
て
い
る
こ
と

申 

は
が
き
ま
た
は
郵
便
で
、
チ
ー

ム
名
（
男
女
）・
代
表
者
氏
名
・
連

絡
先
住
所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
285
│

０
８
５
８
ユ
ー
カ
リ
が
丘
４

―
１
ｗ
２
７
０
３
斉
藤
英
晴
へ　

〆 

11
月
25
日
㈬（
郵
便
は
消
印
有
効
）

※
詳
細
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

大
会
要
項
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い

問 

市
体
育
協
会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
専
門
部 

斉
藤
☎
０
８
０
（
１
３

５
９
）
４
１
４
７

地
元
の
魅
力
を
再
発
見

　

　

11
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
に
か

け
て
、
佐
倉
城
址
公
園
や
旧
堀
田

邸
（
写
真
）、

武
家
屋
敷
な

ど
で
、
紅
葉

が
見
ご
ろ
を

迎
え
ま
す
。

近
場
の
紅
葉

を
見
に
、
旅

へ
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
自
分
の
家
か
ら

10
分
、
15
分
、
30
分
、
１
時
間
の
範
囲
を
観
光
す

る
と
い
う
新
し
い
旅
行
形
態
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で「
ま
だ
遠
出
は
ち
ょ
っ
と
…
」

と
考
え
て
い
る
か
た
へ
。
こ
の
機
会
に
地
元
の
魅

力
を
満
喫
し
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ　

ち
ば
グ
リ
ー
ン
バ
ス
㈱

☎
（
４
８
１
）
０
８
０
８

＜フリー乗車区間＞費　
　
用　

６
０
０
円

購
入
場
所　
▼
ち
ば
グ
リ
ー
ン
バ
ス

田
町
車
庫
定
期
販
売
所 

▼
ち
ば
グ

リ
ー
ン
バ
ス
京
成
佐
倉
駅
前
定
期
販

売
所 

▼
佐
倉
市
観
光
協
会
（
京
成

佐
倉
駅
前
） 

▼
JR
駅
前
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー 

　

ち
ば
グ
リ
ー
ン
バ
ス
で
は
、
11

月
か
ら
創
業
20
周
年
記
念
と
し

て
、
指
定
区
間
内
で
あ
れ
ば
何
回

で
も
乗
り
降
り
が
で
き
る
、
フ

リ
ー
乗
車
券
を
販
売
中
で
す
。

　

旧
堀
田
邸
や
武
家
屋
敷
、
順
天

堂
記
念
館
な
ど
で
乗
車
券
を
提
示

す
る
と
、
入
館
料
が
割
引
さ
れ
る

な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
ち
ば
グ
リ
ー

ン
バ
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

【
小
規
模
特
認
校
の
目
的
】

　

一
人
一
人
の
児
童
に
確
か
な
学
力

と
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
を
目

指
し
、
少
人
数
な
ら
で
は
の
き
め
細

か
い
指
導
や
、
地
域
と
連
携
し
た
教

育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
転
入
学
に
つ
い
て
】

対
象　

市
内
在
住
の
児
童
で
、
保
護

者
が
転
入
学
す
る
学
校
（
弥
富
小
学

校
ま
た
は
和
田
小
学
校
）
の
教
育
活

動
に
理
解
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
協
力

で
き
る
か
た

条
件　

▼
原
則
と
し
て
保
護
者
が
送
迎 

▼
卒
業
ま
で
通
年
通
学
で
き
る
か
た

千葉県暴力団追放県民会議 井上専務理事
　　　　　　　　　　　　　と西田市長
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ご
存
知
で
す
か
？

改
修
工
事
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て

1 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

対
象　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年

以
上
経
過
し
た
住
宅
で
、
①
〜
③

の
全
て
に
該
当
す
る
も
の　

①
65
歳
以
上
の
か
た
、
要
介
護
認

定
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
た

か
た
、
障
害
の
あ
る
か
た
の
い
ず

れ
か
が
居
住
す
る
住
宅（
賃
貸
住

宅
を
除
く
）

②
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が

50
㎡
以
上
280
㎡
以
下
の
も
の 

③
次
の
工
事
で
補
助
金
な
ど
を
除

く
自
己
負
担
額
が
50
万
円
以
上
の

も
の 

▼
廊
下
の
拡
幅 

▼
階
段
の

勾
配
の
緩
和 

▼
浴
室
の
改
良 

▼
便
所
の
改
良 

▼
手
す
り
の
取

り
付
け 

▼
段
差
の
解
消 

▼
出
入

口
の
戸
の
改
良 

▼
床
の
滑
り
止

め
化

2 
省
エ
ネ
改
修
工
事

対
象　

平
成
20
年
１
月
１
日
に
既

存
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

で
、
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る

も
の

①
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
二
重

サ
ッ
シ
化
、
複
層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）

※
窓
は
必
須
工
事
。
床
・
天
井
・

壁
の
断
熱
改
修
工
事
も
工
事
費
に

問 

資
産
税
課 

☎（
４
８
４
）６
１
２
０

　

次
の
改
修
工
事
は
、
固
定
資
産
税（
家
屋
）の
減
額

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

含
む
こ
と
が
で
き
ま
す

②
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50

㎡
以
上
280
㎡
以
下
の
も
の 

③
補
助
金
な
ど
を
除
い
た
工
事
費

で
、
自
己
負
担
額
が
50
万
円
以
上

の
も
の

※
1
と
2
は
併
用
で
き
ま
す

3 

住
宅
耐
震
改
修
工
事

対
象　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前

に
建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、
建
築
基

準
法
に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準

に
適
合
さ
せ
る
よ
う
に
改
修
工
事

を
し
、
補
助
金
な
ど
を
除
い
た
工

事
費
が
50
万
円
以
上
の
も
の

4 

長
期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム

対
象　

省
エ
ネ
改
修
工
事
、
耐
震

改
修
工
事
な
ど
に
よ
り
、
既
存
住

宅
が
長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受

け
た
も
の

《
1
〜
4
共
通
》

※
都
市
計
画
税
は
減
額
対
象
と
な

り
ま
せ
ん

※
過
去
に
申
告
し
た
家
屋
は
対
象

外
で
す

※
申
告
方
法
、
提
出
書
類
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
申
告
は
改
修
工
事
完
了
後
、
３

か
月
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

改修工事 固定資産税の
減額率 適用範囲

1バリアフリー
改修工事 1 2 

税額の
3分の１

1
床面積
100㎡まで
※ 100㎡を
越える場合、
100㎡分が
適用範囲

2省エネ改修工事 2 3 4 
床面積
120㎡まで
※ 120㎡を
越える場合、
120㎡分が
適用範囲

3耐震改修工事
3
税額の
2分の１

4長期優良住宅化
リフォーム

4 
税額の
３分の２

※令和３年度に減額を受ける場合は、令和３
年１月１日までに改修工事を完了する必要が
あります
※減額は１年度分のみです

　

当
面
の
間
、
傍
聴
の
自
粛
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
本
会
議
の
模

様
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
日
程
は
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

【
議
会
日
程
】 

▼
招
集
日 

11
月
24
日
㈫
午
後
１

時
〜 

▼
一
般
質
問 

11
月
30
日
㈪
〜
12

月
３
日
㈭
午
前
10
時
〜 

▼
常
任
委
員
会 

12
月
７
日
㈪
〜

10
日
㈭  

▼
最
終
日 

12
月
14
日
㈪
午
後
１

時
〜

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
】　

招
集

日
、
一
般
質
問
、
最
終
日
の
模
様

を
、
開
催
時
間
中
に
ラ
イ
ブ
中
継

す
る
ほ
か
、
録
画
中
継
を
、
各
開

催
日
の
約
１
週
間
後
か
ら
配
信
し

ま
す
。

【
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
議
会
放
映
】
招
集

日
、
一
般
質
問
、
最
終
日
の
模
様

を
、
各
開
催
日
の
翌
日
午
後
５
時

30
分
か
ら
放
送
。

地
上
デ
ジ
タ
ル 

⬇ 

10 

ch 

デ
ジ
タ
ル
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
⬇
３
０
１
ch

問
い
合
わ
せ　

議
会
事
務
局

☎（
４
８
４
）６
２
５
４

佐
倉
市
議
会
11
月
定
例
会

　

本
年
６
月
に
茨
城
県
で
死
亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
か

ら
C
S
F（
豚
熱
）ウ
イ
ル
ス
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
イ
ノ
シ
シ
が
県
内
に
侵
入
す
る

可
能
性
が
高
く
な
っ
た
た
め
、
死
亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ

に
つ
い
て
、
C
S
F
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

市
内
で
死
亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
発
見
し
た
場
合
は
、
決
し
て

触
ら
ず
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
外
傷
が
あ
る
場
合
な
ど
、検
査
対
象
に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
罠
に
か
か
っ
て
死
亡
し
た
イ
ノ
シ
シ
は
検
査
対
象
外
で
す

連
絡
内
容　

▼
発
見
日
時　

▼
発
見
場
所　

▼
発
見
個
体
の
状
況（
成

獣
ま
た
は
幼
獣
、
大
き
さ
、
頭
数
）　

▼
発
見
し
た
か
た
の
連
絡
先

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ　

【
平
日 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
】⬇
生
活
環
境
課
☎（
４
８

４
）
６
１
４
８
、
農
政
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
４
２

【
土
・
日
曜
・
祝
日
】⬇
佐
倉
市
役
所（
代
表
）☎（
４
８
４
）１
１
１
１

※
平
日
、
土
・
日
曜
・
祝
日
で
連
絡
先
が
異
な
り
ま
す

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
義
務
者（
登
記
名
義
人
な
ど
）

が
亡
く
な
り
、
賦
課
期
日
（
1
月

1
日
）
ま
で
に
相
続
登
記
や
未
登

記
家
屋
の
納
税
義
務
者
の
変
更
手

続
き
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
現
所
有
者
（
相
続
人
な
ど
）

が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
納
税
義
務
者
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、
３
か
月
以
内
に
固
定
資

産
に
関
す
る
現
所
有
者
の
申
告
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。
相
続
人
全

員
で
協
議
の
上
、
納
税
通
知
書
な

ど
を
受
け
取
る
代
表
者
を
決
め
て

い
た
だ
き
、「
相
続
人
代
表
者
指

定
届
・
固
定
資
産
現
所
有
者
申
告

書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
未
登
記
家
屋
を
所
有

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
別
途
「
固

定
資
産
未
登
記
家
屋
所
有
者
変

更
届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課

☎
（
４
８
４
）
６
２
１
６

固
定
資
産
を
持
つ
か
た
が
亡
く
な
っ
た
場
合

現
に
所
有
す
る
者
（
相
続
人
等
）
の
申
告
が

制
度
化
さ
れ
ま
し
た

　

子
宮
頸
が
ん
検
診
で
は
、
が
ん

の
発
見
だ
け
で
な
く
、
が
ん
に
進

行
す
る
可
能
性
が
あ
る
細
胞
を
発

見
で
き
ま
す
。
昨
年
度
、
市
の
検

診
で
は
、
１
人
に
子
宮
頸
が
ん
、

18
人
に
が
ん
に
進
行
す
る
可
能
性

が
あ
る
細
胞
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。
20
歳
を

過
ぎ
た
ら
２
年
に
一
度
、
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

対
象　

市
民
で
20
歳
以
上
の
女
性

（
前
年
度
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
な
い
か
た
）

検
査
方
法　

内
診
お
よ
び
子
宮
頸

部
細
胞
診

予
約
方
法　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
で
配
布
す
る
申
込
書
を
提
出
、

ま
た
は
郵
送
（
は
が
き
ま
た
は
封

書
）、フ
ァ
ク
ス
で
必
要
事
項
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）
を
記
入
の

上
、
〒
285
│

０
８
２
５
江
原
台
２

│
27
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
℻
（
４

８
５
）
６
７
１
４
へ

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
予

約
、
検
診
日
程
、
会
場
、
予
約
時

の
記
載
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）

ま
た
は
、
受
診
券
セ
ッ
ト

同
封
の
「
佐
倉
市
検
診

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※「
ご
案
内
」で
は
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
予
約
不
要
と
記
載
し
て
い

ま
す
が
、
予
約
制
と
な
り
ま
し
た

※
検
診
に
は
受
診
券
が
必
要
で

す
。
受
診
券
が
届
い
て
い
な
い
場

合
に
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

☎
（
４
８
５
）
６
７
１
１

内
容　

図
書
館
の
運
営
お
よ
び
事

業
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
る

（
会
議
は
年
２
回
、
平
日
昼
間
に

開
催
予
定
）

対
象　

次
の
資
格
を
全
て
満
た
す

か
た 

▼
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
か
た 

▼
本
市
の
附
属
機
関
の
委
員
を
３

つ
以
上
兼
ね
て
い
な
い
か
た 

▼
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、

本
市
の
常
勤
職
員
で
な
い
か
た

募
集
人
数　

３
人

任
期　

令
和
3
年
2
月
1
日
〜
令

和
5
年
1
月
31
日
（
2
年
間
）

締
め
切
り　

12
月
4
日
㈮（
必
着
） 

選
考
方
法　

書
類
選
考

※
選
考
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま

す
。
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

郵
送

ま
た
は
持
参
で
、
申
込
書
（
各
図

書
館
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）、
小
論
文

「
公
共
図
書
館
の
課
題
と
し
て
思

う
こ
と
」（
８
０
０
字
程
度
、
様

式
自
由
）
を
〒
285
│

０
０
２
３
新

町
１
８
９
│
１
佐
倉
図
書
館
へ

※
持
参
す
る
場
合
は
午
後
５
時
ま

で
（
休
館
日
は
の
ぞ
く
）

※
持
参
の
場
合
は
志
津
図
書
館
、

佐
倉
南
図
書
館
で
も
受
け
付
け
可

問
い
合
わ
せ　

佐
倉
図
書
館
☎

（
４
８
５
）
０
１
０
６

 saku
ralib

in
fo
@
city.

sakura.lg.jp

図
書
館
協
議
会
委
員 

を
募
集
し
ま
す

◎
C
S
F（
豚
熱
）に
つ
い
て

　
豚
や
イ
ノ
シ
シ
が
感
染
す
る
病
気
で
あ
り
、
強
い
伝
染
力
と
高
い

致
死
率
が
特
徴
で
す
が
、
人
に
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
食
品
安
全
委
員
会
の
見
解
で
は
、仮
に
C
S
F（
豚
熱
）に
か
か
っ

た
豚
の
肉
な
ど
を
食
べ
て
も
、
人
体
に
影
響
は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
正
確
な
情
報
に
基
づ
き
冷
静
に
ご
対
応
く
だ
さ
い
。

※
C
S
F（
豚
熱
）の
発
生
情
報
な
ど
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
記
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

死
亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ 

を
見
つ
け
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い

今
年
度
の
子
宮
頸
が
ん
検
診（
集
団
検
診
）は

予
約
制
に
な
り
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

　

子
宮
頸
が
ん
は
、
20
〜
30
歳
代
の
女
性
に
増
え
て
い
る
が
ん

で
、
性
経
験
の
あ
る
女
性
な
ら
、
誰
で
も
か
か
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
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お
知
ら
せ

■
４
０
０
㎖
献
血

日
時　

11
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜

11
時
45
分
、
午
後
１
時
〜
４
時 

場
所　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ユ
ー
カ
リ

が
丘 

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

☎（
４
８
４
）６
１
３
５

■
起
業
や
事
業
経
営
に
関
す
る
個

別
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　

毎
月
第
２
水
曜
日
に
千
葉
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
専
門
家
に

よ
る
個
別
相
談
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

お
店
を
立
ち
上
げ
て
み
た
い
、

今
の
会
社
で
新
規
事
業
を
起
こ
し

た
い
な
ど
、
起
業
や
経
営
に
関
す

る
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

※
予
約
が
１
人
の
場
合
、
ウ
ェ
ブ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
相
談

に
な
り
ま
す

日
時　

12
月
９
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
４
時　

要
申
し
込
み　

場
所　

C

コO-L

ラAB

ボO S

サAK

クUR

ラA

（
ユ
ー
カ
リ
が
丘
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

モ
ー
ル
３
階
）

締
め
切
り　

12
月
２
日
㈬

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

産
業

振
興
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
４
５

■
法
律
・
税
金
・
登
記
総
合
相
談

　

弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
が
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

日
時　

12
月
５
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
受
付 

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
）

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
所　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

内
容　

離
婚
、
債
務
整
理
、
労
働

事
件
、
遺
言
、
登
記
、
境
界
紛
争
、

相
続
、
税
金
な
ど

問
い
合
わ
せ　

自
治
人
権
推
進
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
２
８

国民健康保険特別会計決算　問 健康保険課 ☎（４８４）１７８３
　国民健康保険の運営については、今後も厳しい財政状況が見込まれます。健
診を定期的に受診し、健康の保持増進に努めるなど、医療費の適正化にご協力
ください。国民健康保険税は、忘れずに納付期限までに納めてください。

加入者数　3万 9,945 人（令和２年３月末）
１人当りの医療費　37万円（前年度から約１万円増）

差引額　860万円

歳入の区分 収入済額
国民健康保険税 37億 2,277 万円
使用料および手数料 0円
国庫支出金 168万円
県支出金 125億 2,572 万円
財産収入 2万円
繰入金 11億 8,671 万円
繰越金 1,022 万円
諸収入 9,926 万円

歳入合計 175億 4,638 万円

歳出の区分 支出済額
総務費 7,381 万円
保険給付費 124億 2,560 万円
国保事業費納付金 49億 554 万円
共同事業拠出金 0円
保健事業費 1億 1,451 万円
基金積立金 0円
諸支出金 1,832 万円
予備費 0円

歳出合計 175億 3,778 万円

　歳出の広域連合納付金のうち 2億 9,762 万円は、低所得者等の保険料軽減分
を補填する保険基盤安定負担金で、市と県で負担しています。また、この会計
から支出した広域連合納付金の他に、医療給付の法定負担金など 15 億 8,496
万円を、市の一般会計から千葉県後期高齢者医療広域連合に支払っています。

加入者数　2万 6,432 人（令和２年３月末）

後期高齢者医療特別会計決算　問 健康保険課 ☎（４８４）６１３６

歳入の区分 収入済額
保険料 21億 2,519 万円
繰入金 3億 694 万円
繰越金 590万円
業務委託などの収入 833万円

歳入合計 24億 4,636 万円

歳出の区分 支出済額
総務費（収納委託
料、郵送料など）、
償還金

1,758 万円

広域連合納付金
（保険料など） 24億 2,471 万円

歳出合計 24億 4,229 万円差引額 407 万円

令和元年度 特別会計決算の概要 　特別会計とは、一般会計と区別して、特定の事業を実施す
るための歳入・歳出を経理するための会計です。
※端数処理の関係上、合計と一致しない部分があります

介護保険特別会計決算　問 介護保険課 ☎（４８４）６１７４

災害共済特別会計決算　問 危機管理室 ☎（４８４）６１３１
歳入の区分 金　額

掛金収入 354万 8,000 円
財産収入 7万 2,224 円
繰越金 154万 4,516 円
繰入金 678万 7,069 円

歳入合計 1,195 万1,809 円

歳出の区分 金　額
消耗品費 2万 180 円
印刷製本費 11万 3,729 円
通信費 25万 98円
負担金補助および交付金 1,149 万 5,578 円
積立金 7万 2,224 円

歳出合計 1,195 万 1,809 円

※介護保険料は、前年度より 22万円増加。歳入合計は 4億 3,953 万円増加

※介護保険給付費は、前年度より 5億 763 万円増加。歳出合計は 3億 9,474 万円増加

差引額　5,280 万円
　差引全額を翌年度事業費として繰り越しました。

◆ 介護給付費の内訳（審査支払手数料 846 万円を除く）
●在宅サービス及び地域密着型サービス 65 億 974 万円 

●施設サービス 37 億 7734 万円  

歳出の区分 金　額 内　容
介護保険給付費 109億 1,291 万円 介護サービス等に要した費用

内
訳

介護給付費 102億 9,554 万円 ※右記参照
高額介護サービス費 2億 4,776 万円 自己負担額が一定額を超過した場合に支給する費用
特定入所者介護サービス費 3億 2,780 万円 低所得者の食費・居住費を減額するための費用

高額医療合算介護サービス費 4,180 万円 医療と介護の自己負担額が一定額を超過
した場合に支給する費用

地域支援事業費 8億 6,321 万円 市が行う介護予防事業の費用・地域包括
支援センターの運営経費など

総務費 2億 9,724 万円 介護保険料の徴収や、介護保険の認定の
ための経費

諸支出金 4,925 万円 還付金および還付加算金
歳出合計 121億 2,261 万円 　

サービスの種類 延べ利用件数 年間保険給付費
訪問介護 11,037 件 7億 3,990 万円
訪問入浴介護 788件 4,793 万円
訪問看護 6,468 件 2億 5,512 万円
訪問リハビリテーション 966件 3,764 万円
居宅療養管理指導 20,720 件 1億 4,264 万円
通所介護 15,473 件 12億 1,997 万円
通所リハビリテーション 5,194 件 4億 725 万円
短期入所生活介護 5,877 件 5億 5,591 万円
短期入所療養介護 439件 3,675 万円
特定施設入居者生活介護 5,399 件 8億 9,460 万円
福祉用具貸与 29,519 件 3億 4,944 万円
特定福祉用具販売 542件 1,650 万円
住宅改修費 591件 5,744 万円
居宅介護支援 42,992 件 4億 9,689 万円
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 142件 2,339 万円
認知症対応型通所介護 453件 5,061 万円
小規模多機能型居宅介護 117件 2,159 万円
認知症対応型共同生活介護 1,538 件 3億 9,259 万円
地域密着型特定施設入居者生活介護 285件 5,506 万円
地域密着型老人福祉施設入所者生活介護 574 件 1億 5,219 万円
看護小規模多機能型居宅介護 296 件 7,248 万円
地域密着型通所介護 6,739 件 4億 8,385 万円

サービスの種類 延べ利用件数 年間保険給付費
介護老人福祉施設 8,740 件 22億 9,501 万円
介護老人保健施設 5,274 件 14億 5,061 万円
介護医療院等 85件 3,172 万円

　介護保険は、65歳以上の人に納めていただく保険料と、40歳から64歳
の人に納めていただく保険料(支払基金交付金)、国、県、市の負担分な
どで事業を運営しています。歳出のうち、要介護(要支援)の認定を受け
て利用される、デイサービスや施設入所などの介護サービス費である「介
護保険給付費」が、約90%を占めています。その他は、介護予防事業など
を行う地域支援事業費や総務費などでした。

要介護（要支援）認定者数 7,681 人（令和２年３月末）

歳入の区分 金　額 内　容
介護保険料 31億 4,631 万円 第 1号被保険者（65歳以上）の保険料
支払基金交付金 31億 1,937 万円 第 2号被保険者（40～ 64歳）の保険料
国庫支出金 22億 2,873 万円 国が市に対して負担するもの
県支出金 17億 4,715 万円 県が市に対して負担するもの
繰入金 19億 820 万円 市の一般会計からの繰入金
その他 2,565 万円 地域支援事業利用者負担金、基金利子など

歳入合計 121億 7,541 万円 　

▲

納
期
の
お
知
ら
せ 

【
納
期
限 

11
月
30
日
月
】

▼
国
民
健
康
保
険
税 

第
５
期

▼
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
５
期

《
納
付
の
ご
相
談
は
》

納
税
相
談
…
…
…
…
…
…
…
…
…
債
権
管
理
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
１
８

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
…
…
健
康
保
険
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
３
６

介
護
保
険
料
相
談
…
…
…
…
…
…
介
護
保
険
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
８
７

新
入
学
学
用
品
費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す

対
象　

次
の
項
目
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
か
た

▼
生
活
保
護
に
準
ず
る
程
度
に
、

生
活
が
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る

か
た
（
所
得
額
の
基
準
有
）

▼
令
和
３
年
４
月
に
、
市
立
小
学

校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
（
新
１

年
生
）
の
保
護
者

▼
令
和
３
年
３
月
１
日
時
点
で
、

市
内
在
住
の
か
た

締
め
切
り　

令
和
３
年
１
月
13
日

㈬
（
必
着
）

支
給
時
期　

令
和
３
年
３
月

支
給
金
額　

５
万
１
０
６
０
円（
定

額
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
案
内
・
申
請
書
な
ど
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
生
活
保
護
受
給
中

の
か
た
は
、
本
制
度

の
支
給
対
象
外
で
す

※
中
学
校
新
入
学
に
係
る
学
用
品

費
は
、
市
の
就
学
援
助
制
度
の
認

定
対
象
者
に
支
給
し
ま
す

※
在
校
生
の
就
学
援
助
申
請
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
希
望

さ
れ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

学
務

課
☎
（
４
８
４
）
６
１
８
６
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消費生活
相談から

「
除
菌
」
や
「
消
毒
」
を
う
た
っ
た

商
品
に
つ
い
て

http://w
w
w
.city.sakura.lg.jp/soshiki/4-3-0-0-0_10.htm

l

くらし
の話題

保
険
シ
ョ
ッ
プ
を
利
用
す
る
と
き
は  

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
８
３
）
４
９
９
９

℻
（
４
８
３
）
８
６
０
４

　

保
険
シ
ョ
ッ
プ
は
、
多
数
の
保

険
会
社
の
商
品
を
取
り
扱
い
、
無

料
で
相
談
で
き
て
人
気
で
す
。

　

し
か
し
、
中
に
は
、「
今
ま
で

と
同
じ
内
容
で
別
の
保
険
商
品
に

入
れ
替
わ
っ
た
だ
け
」「
よ
く
理

解
で
き
て
い
な
い
投
資
型
の
保
険

が
提
案
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
中

立
的
で
相
談
者
に
合
っ
た
提
案
と

は
言
い
難
い
例
も
あ
り
ま
す
。
保

険
設
計
を
保
険
シ
ョ
ッ
プ
に
任
せ

き
り
に
す
る
の
は
禁
物
で
す
。

　

保
険
シ
ョ
ッ
プ
は
気
軽
に
利
用

で
き
る
と
は
い
え
、
公
的
機
関
で

は
な
い
た
め
、営
利
が
目
的
で
す
。

収
益
源
は
、
保
険
を
売
る
こ
と
に

よ
っ
て
受
け
取
る
保
険
会
社
か
ら

の
「
販
売
手
数
料
」
で
す
。「
相

談
無
料
」
は
、
あ
く
ま
で
保
険
を

売
る
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り
と

心
得
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
し
た
特
徴
を
踏
ま
え
て
利

用
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
保
険
に
加
入
で
き
る
利

便
性
は
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

相
談
の
前
に
は
、
保
障
内
容

や
予
算
を
考

え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で

す
。
即
決
せ
ず
、
時
間
を
か
け

て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
業
法
で
は
、
消
費
者
を

守
る
た
め
、
保
険
シ
ョ
ッ
プ
へ

の
「
意
向
把
握
義
務
」
や
「
情

報
提
供
義
務
」
な
ど
を
定
め
て

い
ま
す
。
少
し
で
も
疑
問
に
思

う
こ
と
が
あ
れ
ば
理
解
で
き
る

ま
で
説
明
を
受
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
子
育
て
応
援
情
報
　
す
く
す
く 

佐
倉
っ
子

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
談
事
例
や
消
費
者
ト
ラ
ブ

ル
情
報
を
通
し
て
、″
か
し
こ
い

消
費
者
″
と
し
て
の
心
構
え
を

消
費
生
活
相
談
員
が
皆
さ
ま
の

近
く
の
会
場
に
出
向
い
て
講
座

を
行
い
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
10
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ

時
間
　
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
の
間

申
し
込
み
　
開
催
日
の
約
２
か
月

前
ま
で
に
申
し
込
み
用
紙
に
記
入

の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎（
４
８
３
）
３
０
１
０

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

消
費
者
問
題
出
前
講
座

(

無
料) 

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消

費
生
活
に
関
す
る
苦
情
や
問

い
合
わ
せ
な
ど
、
専
門
の
相

談
員
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日 

午
前
９

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
　
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎（
４
８
３
）４
９
９
９

※
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
・
申
し

込
み
不
要
・
場
所
は
各
園

※
利
用
前
に
、
検
温
、
体
調
チ
ェ
ッ

ク
、
手
指
消
毒
、
大
人
の
か
た
は
マ

ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
水

分
補
給
以
外
の
飲
食
は
禁
止
で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
で
、
除
菌
効
果
を
表

示
し
た
商
品
が
多
く
出
回
っ
て
い

ま
す
が
、
含
ま
れ
る
成
分
に
よ
り

効
能
や
効
果
が
異
な
る
の
で
、
注

意
が
必
要
で
す
。

【
事
例
】

　

二
酸
化
塩
素
が
主
成
分
の
消
毒

用
商
品
を
購
入
し
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
が
あ
る
か
。

【
相
談
員
か
ら
】

　

現
在
市
販
さ
れ
て
い
る
液
状
で

「
除
菌
」
を
う
た
う
商
品
に
含
ま

れ
る
主
な
成
分
の
特
徴
を
紹
介
し

ま
す
。

◉
一
般
的
な
除
菌
剤
の
成
分
で
あ

る
エ
タ
ノ
ー
ル
、
医
薬
品
の
消
毒

剤
の
主
成
分
で
あ
る
イ
ソ
プ
ロ
パ

ノ
ー
ル
は
既
定
の
濃
度
で
あ
れ
ば
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
メ
タ

ノ
ー
ル
は
人
体
へ
の
毒
性
が
あ
る

た
め
、
手
指
の
消
毒
に
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。
高
濃
度
の
ア
ル
コ
ー

ル
は
可
燃
性
で
引
火
し
や
す
い
の

で
、
火
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◉
「
塩
素
」
の
名
称
が
含
ま
れ
て

い
て
も
、
成
分
に
よ
っ
て
効
能
や

注
意
点
が
異
な
る
の
で
、
表
示
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

　

家
庭
用
塩
素
系
漂
白
剤
の
成
分

で
す
。
肌
が
荒
れ
る
の
で
手
指
の

消
毒
に
は
適
し
ま
せ
ん
。
吸
い
込

ん
だ
り
目
に
入
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
、
噴
霧
は
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。
使
用
後
は
成
分
が
残

ら
な
い
よ
う
水
拭
き
を
し
ま
す
。

▼
次
亜
塩
素
水

　

塩
酸
や
食
塩
水
を
電
気
分
解
す

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
次
亜
塩
素
酸

を
含
む
水
溶
液
で
す
。
次
亜
塩
素

酸
は
、
食
品
添
加
物
に
指
定
さ
れ

た
成
分
の
一
つ
で
、
食
品
類
の
洗

浄
・
殺
菌
な
ど
の
目
的
で
使
用
さ

れ
ま
す
が
、
最
終
的
に
食
品
に
次

亜
塩
素
酸
が
残
ら
な
い
よ
う
処
理

す
る
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
二
酸
化
塩
素

　

二
酸
化
塩
素
を
含
む
水
溶
液
で

す
。
令
和
２
年
５
月
の
段
階
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

消
毒
の
有
効
性
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

◉
「
消
毒
」
は
有
害
な
微
生
物
を

除
去
無
害
化
す
る
と
い
う
効
能
効

果
を
示
す
言
葉
な
の
で
、医
薬
品
・

医
薬
部
外
品
に
し
か
表
示
で
き
ま

せ
ん
。

◉
「
除
菌
」
は
一
般
的
に
微
生
物

を
取
り
除
く
こ
と
を
意
味
し
ま
す

が
、
そ
の
対
象
や
程
度
は
公
的
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

除
菌
や
消
毒
を
う
た
う
商
品

は
、
表
示
を
よ
く
読
ん
で
成
分
や

濃
度
や
使
用
方
法
な
ど
を
確
認

し
、
使
用
目
的
に
あ
っ
た
商
品
を

選
択
し
ま
し
ょ
う
。

●

子
育
て
講
座「
マ
マ
と
お
は
な
し
会
」

日 

11
月
18
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
15
分 

要
申
し
込
み 

定 

４
組
（
先
着
順
）

※
看
護
師
や
栄
養
士
に
個
別
相
談
可

●

わ
く
わ
く
制
作
「
親
子
で
ク
リ
ス

マ
ス
の
制
作
を
楽
し
も
う
」

日 

11
月
24
日
㈫
〜
27
日
㈮

要
申
し
込
み

●

ち
び
っ
こ
シ
ア
タ
ー
「
ホ
ー
ル
で

映
画
気
分
を
味
わ
お
う
！
」

日 

12
月
２
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜

11
時 

要
申
し
込
み

●

身
体
測
定
「
お
お
き
く
な
っ
た
か

な
？
」

　

身
長
体
重
を
は
か
っ
て
、
カ
ー
ド

に
記
入
し
て
お
渡
し
し
ま
す
。

日 

12
月
14
日
㈪
〜
18
日
㈮

要
申
し
込
み

●

子
育
て
講
座

「
赤
ち
ゃ
ん
タ
ッ
チ
ケ
ア
」

日 

12
月
16
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜

11
時 

要
申
し
込
み 

対 

０
歳
児
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

定 

５
組
（
先
着
順
）

馬
渡
保
育
園

　
　

森
の
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
４
８
１
）５
３
０
０

月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

児童虐待に関する通報  児童青少年課（平日）☎（484）6263・佐倉市役所（土・日・祝日、夜間）☎（484）1111㈹・千葉県中央児童相談所（24時間）☎（252）1152

佐
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

　

子
育
て
の
お
手
伝
い
を
す
る
「
提
供
会
員
」
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
「
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」
か
た
と
、「
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
」
か
た
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

※
当
面
の
間
、
集
団
で
の
入
会
説
明
会
は
中
止
し
ま
す
。

個
別
対
応
ま
た
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
入
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申 

問 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
８
８
）
１
２
７
０

佐
倉
保
育
園

　
　

さ
く
ら
っ
こ
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
４
８
１
）１
７
４
１

　
　

月
〜
金
曜
日

　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

※
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
11
月

16
日
㈪
か
ら
受
け
付
け（
先
着
順
）

●
ほ
や
ほ
や
ベ
ビ
ー
の
日
「
離
乳
食

の
進
め
方
（
開
始
〜
完
了
ま
で
）」

日 

12
月
７
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時

お
気
軽
にご

相
談
く
だ
さ
い

「
消
費
生
活
相
談
」

●

自
由
遊
び

日 

右
記
の
と
お
り

●

英
語
遊
び

対 

❶
１
〜
２
歳 

❷
２
〜
３
歳

❸
３
歳
〜
未
就
園
児

日 

❶
第
１
火
曜
日 

❷
第
２
火
曜
日 

❸
第
３
火
曜
日 

正
午
〜
午
後
零
時
30

分 

要
申
し
込
み 

定 

３
組（
先
着
順
）

●

知
育
遊
び

対 

❶
１
〜
２
歳 

❷
２
〜
３
歳

❸
３
歳
〜
未
就
園
児

日 

❶
第
１
火
曜
日 

❷
第
２
火
曜
日 

❸
第
３
火
曜
日 

正
午
〜
午
後
零
時
30

分 

要
申
し
込
み 

定 

３
組（
先
着
順
）

●

英
語
を
学
び
な
が
ら
身
体
を
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
！

日 

毎
週
水
曜
日 

午
前
10
時
45
分
〜

陽
の
木
さ
く
ら
保
育
園

　
　
　

ひ
の
き
っ
こ

 　
　
　
　

 

☎（
３
１
２
）８
５
３
５　

月
〜
金
曜
日　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

11
時
45
分 

要
申
し
込
み

※
最
初
の
45
分
は
託
児
あ
り
。
後
半

15
分
は
お
子
さ
ん
も
参
加 

費 

５
０
０
円　

定 

４
組
（
先
着
順
）

持 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
飲
料
水
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

●

子
育
て
相
談

日 

第
３
月
曜
日 

午
前
11
時
30
分
〜

正
午 

要
申
し
込
み

●

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
製
作

日 

11
月
27
日
㈮
午
前
11

時
30
分
〜 

要
申
し
込
み

●

ホ
ー
ル
開
放

日 

11
月
30
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時

え
が
お
の
森
保
育
園
い
の

に
こ
ち
ゃ
ん
ル
ー
ム

 

☎（
３
１
２
）５
２
６
５

●
お
部
屋
開
放

日 

月
〜
金
曜
日 

❶
午
前
９
時
〜
10

時 

❷
10
時
15
分
〜
11
時
15
分 

❸
午

後
３
時
〜
４
時

要
申
し
込
み（
１
組
１
時
間
の
入
室
）

定 

❶
〜
❸
各
２
組
（
先
着
順
）

●
子
育
て
講
座
「
く
る
み
ボ
タ
ン
の

ヘ
ア
ゴ
ム
づ
く
り
」

日 

12
月
７
日
㈪
午
前
10
時
〜
・
午

後
３
時
〜
（
両
方
と
も
同
じ
内
容
）

要
申
し
込
み

定 

各
回
２
組
（
先
着
順
）

〆 

12
月
１
日
㈫

●
身
体
測
定

　

希
望
の
か
た
は
、
ル
ー
ム
予
約
時

に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
誕
生
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

お
誕
生
月
の
来
園
時
、
手
作
り

カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

要
申
し
込
み 

定 

４
組

※
当
日
の
午
前
９
時
45
分
〜
11
時
15

分
は
、
講
座
参
加
者
以
外
は
支
援
室

で
遊
べ
ま
せ
ん

●
ミ
ニ
講
座「
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
♪
」

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
手
品
を
披
露

し
ま
す
。
最
後
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。

日 

12
月
23
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時

要
申
し
込
み 

場 

中
央
公
民
館 

定 

５
組

●
身
体
測
定

日 

12
月
14
日
㈪
〜
18
日
㈮

●
お
誕
生
日
の
お
祝
い

　

誕
生
月
に
手
作
り
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！



●
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会「
感
染
を

恐
れ
な
い
暮
ら
し
方
」
11
月
21
日

㈯
午
後
１
時
〜
３
時 

オ
ン
ラ
イ

ン
会
場 

定 

１
０
０
人 

申 

問 

感
染
を
恐
れ
な
い
暮
ら
し

方
を
考
え
る
会
・
栗
田
☎
０
８
０

（
３
４
１
５
）０
２
８
５

●
絵
画
展 

11
月
23
日
㈪
〜
29
日

㈰
午
前
10
時
〜
午
後
６
時（
初
日

午
後
２
時
30
分
〜
、
最
終
日
午
後

２
時
ま
で
） 

市
美 

問 

下
條
美
智
子
絵
画
会
・
下
條

☎
℻（
４
６
１
）１
９
３
９

●
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム 

11
月
28

日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午
（
雨
天
翌

日
） 

市
民
の
森 

3
０
０
円（
子
ど

も
２
０
０
円
） 

定 

10
人 

〆 

11
月

25
日
㈬

申 

問 

さ
く
ら
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
の
会
・
有
賀
℻（
４
８
６
）
１

９
３
６

●
手
話
学
習
会
・
お
楽
し
み
会 

12
月
５
日
㈯ 

中
央
公
、
12
月
13

日
㈰ 

志
津
公 

各
午
後
１
時
30
分

〜
４
時 

問 

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
協
会
・

℻（
４
６
１
）６
５
３
３

■
英
語 

第
１
〜
３
木
曜
午
前
10

時
〜
正
午 

中
央
公 

入 

１
０
０
０

円 

費 

月
３
０
０
０
円 

問 

ス
テ
ッ
プ 
バ
イ 

ス
テ
ッ
プ
・

芦
野
☎（
４
８
５
）４
７
９
１

■
ス
ペ
イ
ン
語 
第
１
〜
３
金
曜

午
後
１
時
30
分
〜
３
時 
中
央
公  

費 

月
３
０
０
０
円 

対 
中
級
者 

問 

ス
ペ
イ
ン
語
同
好
会
・
竹
村

☎（
４
８
７
）５
５
７
３

■
絵
画 

第
１
・
３
金
曜
午
前
９

時
〜
正
午 

中
央
公 

入 

１
５
０
０

円 

費 

月
７
５
０
円 

対 

初
心
者
〜 

問 

翔
・
大
塚
☎（
４
８
６
）８
３

１
２

■
折
り
紙 

第
２
火
曜
午
前
10
時

〜
午
後
３
時 

臼
井
公 

入 

１
０
０

０
円 

費 

月
１
０
０
０
円 

問 

秋
桜
折
紙
サ
ー
ク
ル
・
内
藤

☎
℻（
４
６
１
）５
５
５
９

■
話
し
方 

第
２
・
４
火
曜
午
前

10
時
〜
正
午 

中
央
公 

費 

月
２
０

０
０
円 

問 

佐
倉
話
し
方
友
の
会
・
園
原
☎

０
９
０（
３
２
４
９
）
６
０
０
２

■
お
し
ゃ
べ
り
・
朗
読
・
話
し
方 

第
３
火
曜
午
前
９
時
15
分
〜
11

時
45
分 

志
津
公 

入
２
０
０
０
円

（
学
生 

無
料
、
別
途
教
材
費
） 

問 

火
曜
カ
フ
ェ
・
磯
貝
☎（
４
６

１
）７
９
１
１

■
剣
道 

金
曜
午
後
５
時
30
分
〜

７
時
、
日
曜
午
後
３
時
〜
４
時

30
分 

王
子
台
小 

入 

３
０
０
０
円 

費 

月
２
０
０
０
円 

対 

小
学
生
〜 

問 

う
す
い
剣
友
会
・
山
口
☎（
４

８
７
）３
９
９
５
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イ
ベ
ン
ト

サ
ー
ク
ル

　

紙
面
の
都
合
で
限
ら
れ
た
情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

詳

細
は
、
主
催
者
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
…
日 
日
時 
場 

場
所 

内 

内
容 

入 

入
会
金 

費 

会
費 

対 

対
象 

定 

定
員 

〆 
締
め
切
り 

申 

申
し
込
み 

問 

問
い
合
わ
せ　

略
称
…
コ
ミ
セ
ン
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

ミ
レ
セ
ン
ミ

レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉 
西
志
津
ふ
れ
西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー 

千
代
田
ふ
れ
千
代
田
・
染
井
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

公
公

民
館 

市
美
市
立
美
術
館 

音
ホ
市
民
音
楽
ホ
ー
ル 

市
体
市
民
体
育

館 

西
福
セ
ン
西
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 
岩
運
岩
名
運
動
公
園 　

佐
倉
瓦
版

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、各種イベントが中止・延期となる場合があります。参加にあたっては、主催者へお問い合わせの
上、ご参加くださいますようお願いいたします。【10月 31 日現在】

■
申
し
込
み
方
法

 

「
こ
う
ほ
う
佐
倉 

佐
倉
瓦
版
掲

載
申
込
書
」
に
記
入
し
、
提
出
。

【
申
込
書
】

　

各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

【
提
出
先
】

　

市
の
施
設
を
会
場
と
し
て
使

用
す
る
場
合
は
、
そ
の
施
設
の

窓
口
へ
提
出
。

　

そ
れ
以
外
は
、
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
で
広
報
課
へ
（
Ｅ

メ
ー
ル
不
可
）。

■
締
め
切
り

　

掲
載
希
望
号
の
１
か
月
前
の

15
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
の
平
日
・
必
着
）。

■
回
数

　

１
団
体
に
つ
き
、「
催
し
」、

「
サ
ー
ク
ル
」
合
わ
せ
て
年
度

内
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）
４
回

ま
で
。

■
文
字
数
・
内
容

　

１
０
０
字
以
内（
１
０
０
字

以
内
で
も
、
記
載
内
容
の
統
一

的
な
表
記
な
ど
で
記
入
事
項
の

一
部
に
つ
い
て
割
愛
す
る
場
合

あ
り
）。

※
「
第
○
回
」、「
初
心
者
歓
迎
」、

「
持
ち
物
」な
ど
の
補
足
的
な
内

容
は
掲
載
不
可

※
別
団
体
で
も
代
表
者
が
同
じ

場
合
な
ど
は
、
掲
載
回
数
を
制

限
す
る
こ
と
も
あ
り

■
掲
載
で
き
な
い
も
の

▼
活
動
場
所
が
市
外
の
も
の 

▼

営
利
団
体
の
活
動
・
営
利
目
的

の
も
の 

▼
政
治
・
宗
教
団
体
の

活
動 

▼
売
名
行
為
と
考
え
ら
れ

る
も
の 

▼
会
員
相
互
間
の
連
絡 

※
こ
の
ほ
か
の
基
準
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
申
込
書
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

広
報
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
０
１

℻
（
４
８
６
）
８
７
２
０

「
佐
倉
瓦
版
」掲
載
基
準

　
　
　

短　
　
　

歌　
　
　
　

川　

上　
　
　

三　

郎　
　
　

  

選

　
　
　

俳　
　
　

句　
　
　
　

内　

 

海　
　
　

良　

 

太　
　
　

選

　
　
　

川　
　
　

柳　
　
　
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー 

川
柳
同
好
会　
　
　

選  

▼
毎
月
５
日
締
め
切
り（
消
印
有
効
）。
翌
月
15
日

号
掲
載
。
投
稿
は
未
発
表
の
作
品
で
、
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
の
い
ず
れ
か
１
分
野
に
限
る
。
は
が
き
に
作
品

【
俳
句
は
１
人
２
句
。
短
歌
・
川
柳
は
１
人
２
首（
句
）

ま
で
】・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
か
い
書

で
明
記
し
て
、
〒
285
│

８
５
０
１
海
隣
寺
町
97 

佐
倉

市
役
所
広
報
課
へ
。 

※
投
稿
作
品
は
、
選
者
が
添

削
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

ぶ
んげ

い

横
並
び
夫
と
無
言
で
す
る
食
事
程
好
い
距
離
が
乱
さ
れ
て
ゆ
く

後
出
田
津
子
（
岩　

名
）

評　

散
歩
な
ら
絶
好
の
横
並
び
も
食
事
で
は
味
気
な
い
。
向
き
合
え
ば
表
情

も
見
え
自
と
会
話
も
。コ
ロ
ナ
禍
と
は
言
え
、心
の
距
離
は
近
く
に
置
き
た
い
。

夫
残
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
そ
こ
か
し
こ
助
か
っ
て
ま
す
遥
か
時
越
え

甲
斐
﨑
久
子
（
新
臼
井
田
）

お
互
い
の
得
意
料
理
を
作
り
合
い
分
け
合
い
囲
む
老
い
の
食
卓

関
根　

容
子
（
王
子
台
）

コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
の
日
々
も
辛
き
こ
と
今
日
は
特
別
友
と
の
ラ
ン
チ

西
山
千
恵
子
（
上　

座
）

バ
ジ
ル
の
葉
わ
が
家
の
コ
ロ
ナ
リ
ト
マ
ス
紙
今
朝
も
彩
り
一
皿
に
の
る

村
川　
　

緑
（
稲
荷
台
）

上
と
下
声
か
け
合
い
て
電
柱
の
工
事
は
進
む
秋
の
夕
暮
れ

河
合　

春
榮
（
千　

成
）

夫
送
り
介
護
の
顛
末
語
る
友
残
暑
厳
し
き
午
後
の
ひ
と
と
き

内
田　

恒
子
（
江
原
台
）

優
し
さ
で
あ
な
た
の
事
を
守
り
た
い
一
人
一
人
が
そ
う
思
え
た
ら

小
松　

啓
子
（
上　

座
）

昇
り
坂
曲
っ
た
腰
は
カ
タ
ツ
ム
リ 

藤
崎
サ
チ
子　
　
（
米　

戸
）

こ
の
ご
ろ
の
カ
タ
カ
ナ
言
葉
悩
ま
さ
れ 

大
坪　

春
子　
　
（
西
志
津
）

平
凡
に
過
ぎ
る
日
々
こ
そ
す
ば
ら
し
い 

菅
原　

静
枝　
　
（
大
蛇
町
）

目
ざ
ま
し
の
鳥
の
鳴
き
声
ま
だ
寝
さ
せ
て 

並
川
喜
美
子　
　
（
大
蛇
町
）

老
妻
も
ひ
と
塗
り
す
れ
ば
惚
れ
直
し　

  　
　

塚
原　

謙
二　
　
（
大
蛇
町
）

稲
の
香
を
た
つ
ぷ
り
吸
う
て
祖
母
の
家　
　
　

中
村　

真
理
（
坂　

戸
）

評　

田
に
囲
ま
れ
た
祖
母
の
家
は
四
季
を
通
し
て
田
園
の
香
り
の
中
に
あ
る
。

特
に
収
穫
時
の
稲
の
香
り
は
い
い
。
胸
に
一
杯
吸
い
込
み
た
い
程
で
あ
る
。

土
手
一
面
そ
の
先
々
も
彼
岸
花　
　
　
　
　
　

島
崎　

庄
平
（
上
志
津
）

山
椒
の
実
赤
く
熟
れ
初
め
秋
深
む　
　
　
　
　

大
谷　
　

照
（
臼
井
台
）

誘
は
れ
て
病
む
足
見
詰
む
き
り
ぎ
り
す　
　
　

加
藤　

沙
羅
（
上　

座
）

印
旛
沼
に
白
波
見
ゆ
る
秋
の
風　
　
　
　
　
　

里
見　

忠
男
（
八
幡
台
）

躓
い
て
情
け
無
け
れ
ど
秋
う
ら
ら　
　
　
　
　

仲
沢　

智
子
（
染
井
野
）

コ
ロ
ナ
禍
の
独
り
吟
行
秋
の
空　
　
　
　
　
　

本
山　

正
人
（
王
子
台
）

廃
線
の
レ
ー
ル
に
沿
う
て
草
紅
葉　
　
　
　
　

市
川　

良
春
（
生　

谷
）

百
日
紅
む
か
し
勤
め
し
校
庭
に　
　
　
　
　
　

村
上　
　

勲
（
田　

町
）

廃
屋
の
表
札
覆
ふ
葛
の
花　
　
　
　
　
　
　
　

杉
山　

勝
利
（
江
原
台
）

ゆ
つ
た
り
と
白
雲
流
れ
天
高
し　
　
　
　
　
　

吉
見　

淑
恵
（
染
井
野
）

老
犬
の
長
き
舌
出
す
残
暑
か
な　
　
　
　
　
　

小
林　

恭
子
（
染
井
野
）

♦
11
月
は【
し
わ
寄
せ
】防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す

　

大
企
業
・
親
事
業
者
に
よ
る
長

時
間
労
働
の
削
減
等
の
取
組
が
、

下
請
け
中
小
事
業
者
に
対
す
る

【
し
わ
寄
せ
】
を
生
じ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

適
正
な
コ
ス
ト
負
担
を
伴
わ
な

い
短
納
期
発
注
や
急
な
仕
様
変
更

な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

問 

千
葉
労
働
局
雇
用
環
境
・
均

等
室
☎（
２
２
１
）２
３
０
７

♦
千
葉
県
事
業
引
継
ぎ
支
援
セ
ン

タ
ー 

無
料
出
張
相
談
会

　

事
業
引
継
ぎ
に
関
す
る
様
々
な

課
題
解
決
を
支
援
す
る
公
的
相
談

窓
口
で
す
。　

　

新
た
に
、
経
営
者
保
証
解
除
に

向
け
た
支
援
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

専
門
家
が
、
秘
密
厳
守
で
対
応

し
ま
す
。

日 
毎
月
第
１
火
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
４
時

要
申
し
込
み
・
無
料

場 

申 

問 
佐
倉
商
工
会
議
所
☎

（
４
８
６
）２
３
３
１
、
℻（
４
８

６
）５
９
６
３

♦
中
小
企
業
へ
の【
同
一
労
働
同

一
賃
金
】が
令
和
３
年
４
月
か
ら

適
用
さ
れ
ま
す

　

中
小
企
業
に
お
勤
め
の
場
合
の

適
用
後
は
・
・
・

▽
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
と
の
間
で
、
基
本
給
や
賞
与
、

手
当
、
福
利
厚
生
な
ど
待
遇
に
つ

い
て
不
合
理
な
差
を
設
け
る
こ
と

が
禁
止
さ
れ
ま
す

▽
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
は
、
正

社
員
と
の
待
遇
の
違
い
や
そ
の
理

由
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

問 

千
葉
労
働
局「
雇
用
形
態
に
か

か
わ
ら
な
い
公
正
な
待
遇
の
確
保

の
た
め
の
特
別
相
談
窓
口
」☎（
２

２
１
）２
３
０
７

♦
貸
付
農
地
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

貸
し
付
け
を
希
望
さ
れ
る
農
地

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

　

新
た
な
農
地
の
貸
借
制
度
に
よ

り
、（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会

が
担
い
手
農
家
へ
の
貸
し
借
り
を

行
い
ま
す
。

問 

千
葉
県
園
芸
協
会
☎（
２
２

３
）３
０
１
１

※
同
協
会
は
、
県
か
ら
農
地
中
間

管
理
機
構
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す

♦
確
定
申
告
は
電
子
申
告

（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）
が
お
勧
め
で
す

〜
ス
マ
ホ
で
新
し
い
生
活
様
式
〜

　

税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書
を

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
等
で
作
成

し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
出
す

る
電
子
申
告（
ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ
）
を

お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

混
雑
し
た
会
場

に
お
い
で
い
た
だ

く
こ
と
な
く
ご
自

宅
で
手
続
き
が
完

了
し
ま
す
。

Ｉ
Ｄ
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
は
税
務

署
で
簡
単
に
で
き
ま
す

　

申
告
さ
れ
る
ご
本
人
が
写
真
付
き

の
証
明
書（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
５
分
程
度
で

発
行
さ
れ
ま
す
。

問 

成
田
税
務
署
☎
０
４
７
６（
２

８
）
５
１
５
１
（
代
）

お
知
ら
せ

佐倉市民憲章
（昭和 45年 12月 23日制定）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
印
旛
沼

湖
畔
の
き
れ
い
な
空
気
と
緑
と

太
陽
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
佐
倉

市
民
で
す
。
全
市
民
は
、
力
を

合
わ
せ
て
こ
の
憲
章
を
守
り
、
理

想
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
美
し
く
清
潔

な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
公
衆
道
徳
を

守
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
明

る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
歴
史
や
自
然

を
大
切
に
し
、
お
く
ゆ
か
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
老
人
を
敬
い
、

子
ど
も
を
愛
し
、
あ
た
た
か
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
創
意
と
努
力

を
も
っ
て
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。



佐倉市役所 〒 285-8501 千葉県佐倉市海隣寺町 97番地 ☎ 043（484）1111（代）http://www.city.sakura.lg.jp/
発行日／毎月 1日・15日　編集発行／佐倉市 広報課出版・平和・国際班☎ 043（484）6101・℻ 043（486）8720・ koho@city.sakura.lg.jp

古紙再生紙
植物油インキ使用

カンの収集日 ビンの収集日

3回目の
火曜日

４回目の
火曜日

11/17 ㈫ 11/24 ㈫

うめたてごみ

11/19 ㈭
金属類・
小型家電
11/26 ㈭

人口のうごき ※（ ）内は前月からの増減
佐倉地区 13,432世帯（+27） 28,157 人 （+7）
臼井地区 13,879世帯（-16） 30,217 人 （-46）
志津地区 33,561世帯（+11） 76,095 人 （-63）
根郷地区 11,815世帯（-28） 25,593 人 （-58）
和田地区 768世帯 （+2） 1,739 人 （-3）
弥富地区 727世帯 （-2） 1,523 人 （-3）
千代田地区 4,285 世帯 （0） 10,473 人 （-16）
計 78,467世帯 （-6） 173,797 人（-182）

<令和 2年 10月末現在>

出生 56人 死亡 133人 転入等 381人 転出等 486 人
男 85,686 人 女 88,111 人 （うち外国人住民 3,717 人）

市政へのご意見を
ファクス・電子メールでも受け付けています。

メールアドレス hisyo@city.sakura.lg.jp
FAX 043（484）5151（市長室直通）

2020 年（令和 2年）11 月 15 日〈1345 号〉 男女平等参画・人権 ほか　8

休日の 各種証明書 交付場所
◉市役所・志津出張所
 【第２・４日曜】８：30～ 17：15

住民票、印鑑登録証明書、戸籍の証明書、税証明書
◉市民サービスセンター（佐倉・西志津）
 【土・日曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票、印鑑登録証明書、戸籍の全部・個人・一
部事項証明
◉自動交付機（佐倉市役所・臼井情報コーナー・
ユーカリが丘出張所）
 【土曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票（改製前・除票は不可）、印鑑登録証明書

問佐倉市役所 ☎（484）1111（代）

高齢者に関するご相談は  最寄りの

地域包括支援センターへ
志津北部　☎（462）9531
志津南部　☎（460）7700
臼井・千代田　☎（488）3731
佐　倉　　☎（488）5151
南　部　　☎（483）5520

午前８時 30分～午後 5時 30分（土祝除く）
緊急時は時間外も電話で対応〈無料〉問広報課  映像・メディア推進班☎（484）6206

地上デジタル10 ch・デジタルCATV301ch

 ケーブルテレビで市政情報をお届けします！

【11月の番組スケジュール】
～15日㈰

アオスゲプロジェクト
～旧青菅分校のミライ～

16日㈪～ 22日㈰ 佐倉あるなしクイズ

23日㈪～ 29日㈰ 使われた水のゆくえ

30日㈪～ 佐倉こんにゃくができるまで

▶番組の一部を YouTube 佐倉市公
　式チャンネルでもご覧いただけます。
　http://www.youtube.com/user/
　TheSakuraCity

■放送時間
毎日 放送
13：00～
17：00～
22：00～
（各 20分）

休日当番医テレホンサービス
☎（484）2516

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
8：30～ 22：00（自動音声による案内）
昼間の内科・外科・歯科、夜間の外科を案内

※休日当番医は市ホームページでお知らせしています

小児初期急病診療所（健康管理センター内）
☎（485）3355  ※小児内科のみ
毎夜間  受付 19：00～翌朝 5：45

【日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）は、
上記のほかに、9：00～ 16：45も受付】　

休日夜間急病診療所（健康管理センター内）
 ☎（239）2020

日曜・祝日・年末年始（12/29 ～ 1/3）
受付 19：00～ 21：45　内科・歯科

休日・夜間の水漏れは
24 時間受付・年中無休（緊急連絡）

休日の急病は
（受診の際は保険証をご持参ください）

☎（485）8660（佐倉市管工事組合）

〒 285－ 0837 佐倉市王子台 1－ 16☎（461）6221
休館日　第２・４月曜日（祝日の場合はその翌日）

佐倉あるなしクイズ

練
習
日
時　

月
３
回
・
土
曜
日 

午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

練
習
場
所　

市
民
音
楽
ホ
ー
ル
練

習
室
ま
た
は 
臼
井
公
民
館

費
用　

無
料

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

状
況
に
よ
り
、
変
更
が
生
じ
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◆
一
人
で
悩
ま
ず
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

　

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
、
ま
た
は

あ
っ
た
者
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴
力
を
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
と
い
い
ま
す
。
内
閣
府
の
「
男

女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」（
平
成
29
年
度
実

施
）
に
よ
る
と
、
配
偶
者
か
ら
の
身
体
的
暴
行
や
心
理

的
攻
撃
、
経
済
的
圧
迫
、
性
的
強
要
の
い
ず
れ
か
を
1

つ
で
も
受
け
た
こ
と
が
「
あ
っ
た
」
と
い
う
女
性
は
31
．

３
％
（
男
性
は
19
・
９
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
相
手
の
人
権
を
踏
み
に
じ
る
行
為
で
あ
り
、

絶
対
に
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
被
害
を
受
け
て
い
た
り
、
受

け
て
い
る
人
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
窓
口
相
談
（
無
料
）】

▼
児
童
青
少
年
課
☎
（
４
８
４
）
６
２
６
３

日 

月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

要
申
し
込
み

▼
ミ
ウ
ズ
（
レ
イ
ク
ピ
ア
ウ
ス
イ
３
階
）

☎
（
４
６
０
）
２
５
８
０

日 

金
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
第
３
金
曜
日
の
み

午
後
３
時
〜
８
時
）　

要
申
し
込
み

【
電
話
相
談
（
無
料
）】

▼
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
【
印
旛
保
健
所
】（
Ｄ
Ｖ
相

談
専
用
）
☎
（
４
８
３
）
０
７
１
１

日 

月
〜
金
曜
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
人
権
週
間
と
は

　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
、
国
際
連
合

に
お
い
て
、
基
本
的
人
権
お
よ
び
自
由
を
尊
重
し
確
保

す
る
た
め
に
、「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
日
を
記
念
し

て
、
国
で
は
12
月
４
日
〜
10
日
を
人
権
週
間
と
定
め
て

い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
問
題
は
、
誰
か
ほ
か
の
人
の
こ
と
で

は
な
く
、
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
週
間
を
き
っ
か
け
に
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
町
村
の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
、
職

務
に
当
た
る
人
権
擁
護
委
員
。
人
権
相
談
に
乗
っ
た
り
、

人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
た
り
、
人
権
尊
重
の
意
識
を
広

め
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
（
無
料
）】

▼
人
権
週
間
に
人
権
相
談
所
開
設

日 

12
月
４
日
㈮
〜
11
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
平

日
の
み
）　

※
申
し
込
み
不
要
、
電
話
相
談
可

場 

問 

千
葉
地
方
法
務
局
佐
倉
支
局
（
表
町
）

☎
（
４
８
４
）
１
２
２
２

▼
法
律
・
人
権
・
行
政
相
談
（
７
ペ
ー
ジ
参
照
）

日 

月
３
回 

午
前
10
時
〜
（「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」
１
日
号
、

「
暮
ら
し
の
相
談
」
に
掲
載
）　

※
事
前
予
約
制
。
電
話
相
談
不
可

場 

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
ほ
か

問 

自
治
人
権
推
進
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
２
８

11
月
12
日
〜
25
日
は

　
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す

日 

12
月
５
日
㈯
午
後
２
時
〜
４
時

要
申
し
込
み
・
無
料

実
施
方
法　

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ

ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続

し
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
ツ
ー
ル
「Zoom

」

を
使
用
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
。

講 

西
山
さ
つ
き
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
代
表
理
事
）

対 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
女
性

定 

20
人
（
先
着
順
）

申 

ミ
ウ
ズ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
左

記
二
次
元
コ
ー
ド
）
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
後
、
Ｅ

メ
ー
ル
で
受
講
方
法
を

ご
連
絡
し
ま
す
。

問 

男
女
平
等
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

ミ
ウ
ズ
☎
（
４
６
０
）
２
５
８
０　

℻
（
４
６
０
）
２
５
８
２

『
身
近
で
起
き
て
い
る
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
』

〜
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
浮
か
び
上
が
る

Ｄ
Ｖ
被
害
に
つ
い
て
考
え
る
〜

　

在
宅
ワ
ー
ク
や
休
校
な
ど
で
、
今
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
家
庭
内

で
の
人
間
関
係
で
悩
ん
だ
り
、
不
安
を
抱
え
た
り
し
て
い
る
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
見
え
に
く
い
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
へ
の
気
づ
き
と
心
の

回
復
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
開
催
す
る
、
男

女
平
等
参
画
分
野
の
学
習
会
な
ど
へ

の
講
師
の
派
遣
を
支
援
し
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
学
習
会
な

ど
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
テ
ー
マ
例
】

▼
地
域
や
子
育
て
、
介
護
な
ど
へ
の

男
女
の
参
加
支
援

▼
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）

▼
Ｄ
Ｖ
や
性
暴
力
に
関
す
る
問
題
、

男
女
の
人
権
、
性
の
多
様
性
な
ど

内 

講
師
の
謝
礼
金
に
対
し
、
申
請

１
件
に
つ
き
３
万
円
ま
で
を
支
援

対 

5
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

※
参
加
者
か
ら
料
金
を
徴
収
す
る
も

の
、
営
利
・
宗
教
・
政
治
目
的
な
も

の
な
ど
は
対
象
外

申 

問 

自
治
人
権
推
進
課
☎
（
４
８

４
）
１
９
４
８
、
℻
（
４
８
４
）
１

６
７
７
、

 jichijinken@
city.

sakura.lg.jp

ミ
ウ
ズ
男
女
平
等
参
画
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

女
性
限
定
講
座

「
誰
か
」
の
こ
と　

じ
ゃ
な
い
。
〜
法
務
省
人
権
啓
発
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
〜

　

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権
週
間
」
で
す

◉
少
年
少
女
ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室

メ
ン
バ
ー
募
集

　
小
学
生
を
対
象
と
し
た
ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室

で
す
。
練
習
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

学
習
会
へ
の
講
師
派
遣
を
支
援
し
ま
す

　

人
権
と
は
、
人
間
の
尊
厳
に
基
づ
い
て
各
人
が
持
っ
て
い
る
固
有
の
権
利
で
あ
り
、
す
べ
て
の

人
々
が
個
人
と
し
て
の
生
存
と
自
由
を
確
保
し
、
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
権
利
で
す
。
み
ん
な
の
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
ほ
か
の
人

の
こ
と
も
考
え
て
行
動
し
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

※
原
則
毎
週
火
曜
日
面
接
相
談
あ
り
（
予
約
制
）

▼
千
葉
県
女
性
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
（
２
０
６
）
８
０
０
２
（
３
６
５
日
24
時
間
受
付
）

要
申
し
込
み　

※
面
接
相
談
あ
り

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

【
強
化
週
間
】
11
月
12
日
㈭
〜
18
日
㈬
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時
（
土
・
日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

▼
Ｄ
Ｖ
相
談
＋プ

ラ
ス

☎
０
１
２
０
（
２
７
９
）

８
８
９
（
24
時
間
受
付
）

※
Ｅ
メ
ー
ル
や
チ
ャ
ッ
ト
で
も
相
談
可

◆
『
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
女
性
に
対
す
る
国
際
的

な
暴
力
根
絶
運
動
で
す
。
パ
ー
プ
ル
（
紫
）
の
リ
ボ

ン
を
身
に
つ
け
た
り
、
飾
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
暴

力
撲
滅
へ
の
意
思
を
表
し
ま
す
。

　

ミ
ウ
ズ
で
も
、
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の

根
絶
に
向
け
て
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
図
書
館
、
公
民
館
な
ど
の
窓
口
に

「
Ｄ
Ｖ
防
止
」
ア
ピ
ー
ル
立
体
フ
レ
ー

ム
（
写
真
下
）
を
設
置
し
ま
す
。

問 

男
女
平
等
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ミ
ウ
ズ

☎
（
４
６
０
）
２
５
８
０
、
℻
（
４
６
０
）
２
５
８
２

DV相談 +（プラス）
ホームページ


